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イチゴの組織のカルス形成能,カルス生長,および品質間差異

衣川望二郎'･種坂英次'･岡本昌洋' 
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Ⅰ 緒 言 ついて検討した.

近年,イチゴの収穫用勧苗として,生長点培焚法 この研究は,平成元年度奈良市経済部農林課の委

により誘導,大丑増殖された無ウイルス植物が供給 託研究として実施した.

されている)･2).生長点培饗によって,多くのウイル

スを除去し得るが3･.･5J,ウイルス除去率は摘出組崩 ⅠⅠ 実験材料および方法

04.の大きさに依存し,除去率100%となるには mm 供試材料は.素良市農林課の御助力で入手したイ

以下の棲微小な組織摘出が必要であるI

に,生長点の嫡出操作には熟練した技術が必要であ 坐,豊の背および女峰である.供試組織は,ランナ

り,胡葺笛を良家へ配布するまでの増殖期間に数年を ー先端の生長点近傍組紙,桁および花糸で,各組織

葬する2)ことなどとともに,未だ改良の余地は大き のカルス形成率,カルス生長と培地条件を調べた.

い 培地は基本的に MS培地7)を用い,それにショ糖30 

l6).この様 h)uc.nan
l iagar
チゴ (FT aa assaD の 3品種,重交早

本報告ではイチゴの 3品種を用い,より効率的な

大淀増殖法の開発のため,基礎研究として,ランナ

ー生長点組澱,約および花糸のカルス形成能,生じ

たカルスの生長条件,およびそれらの品穣間差異に 

0.

p

8g

0.

0

p

58.

g/】を加 え 1N NaOHまた は 1N HC】

に調整後.寒天 を加えオートクレーブで1気

圧加圧1分間滅菌した.カルス誘導培地は,MS培

地に 2pm NAAと2pm BAを加えた.培盤は

で Hp 
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25± 1Co,3000lx連続照明下で行った.また,オー III 結果および考察

キシンとして NAAと24,-D,サイトカイニンとし 各組織切片からのカルス形成率を Figlに示し

て BAと Kien itnを種々の浪度で加えた培地を用

い,それら植物生長調節物質が桁のカルス形成に及

ぼす影廿を調べた.さらに,生長段階の異なる智か

ら約を摘出し,桁の長さとカルス形成率との関係を

調べた.

各組織は実体顕微鍵下で無歯的･外科的に摘出し,

培地に荘床した.各組織の滅菌は以下の手噸で行な

た.ランナー生長点のカルス形成率はランナーの発

育程度によって異なり,1cm以上の長さに展開した

策をつけているランナーの生長点は全くカルス化し

なかったため,図には展開薬をつけないか,あるい

は 1cm未満の展開薬を 1枚つけているランナーの

生長点について結果を示した.生長点のカルス形成

率は宝交早生と女峰で.それぞれ37%と40%,堂の 

った. THで54%となった.節 2,(長さ1 -I.4mm)では地

ランナー生長点 :ランナーの頂芽部分 (2- 3 の組織よりもカルス形成は良好で,芯床切片の 

cm)を水道水で洗浄し,70%エタノールで30秒間, 56-78%がカルスを形成した (̀豊の町'は未調査).

次に 2%次亜壇紫教で10分間滅菌した後,生長点近

0/.

圭司花糸では品81でばらつきが大きく,宝交早生と女

傍組成 (1-I.4mm角)を摘出した. 峰で約30%,登の背で68 がカルスを形成した.カ

桁 :開花前の智をランナーの場合と同様に滅菌処

即し,針付台に固定して摘出した.

花糸 :開花直前の筋をランナーの域合と同様に滅

菌処理し(但し,2%次亜塩紫敷処理は 3- 5分間),

桁の場合と同様に摘出した.

ルス形成率は生長点,花糸ともに豊の野で位も高

く,宝交早生,女峰では同程度であった.この結果

は,カルス形成能に品種間差異が存在する郡を示唆

している.

組織間で殺 t)カルス形成能の高かった約につい

4,カルスの生長は培発容器の外側から,カルスの縦, て,オーキシン (NAA,2 -D)とサイトカイニン 

横,高さを mm単位で測定し,それらの額を生長指 l't(BA,Kinen)の組合せの違いがカルス形成に及ぼ

数として表した.さらに,nt床より3週間後のカル す影廿を Fig.2に示した.材料として宝交早生の長

スの生長指数を 1とし,その後の生長を相対生長と 2.さ1 -

して表した.また,生長段階の異なる桁からカルス て BAを添加すると,組合せたオーキシンの種薪に

を誘導すると,中には生長を停止するカJレスも現わ かかわらず,BA浪皮が低 く,オ-キンン濃度が高

1.4mmの荷を用いた.サイトカイニンとし

0.れる.そこで,それぞれのカルスについて生長の持 いほどカルス形成率は高くなり,0.2ppm BA-ト2 

L,

rs

を添加すると.組合n

S
n

浪度n

L)Oh

Jg lt
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trssureLt

IS
10

1.

続性を知るため,疋床より 7日毎に生長指数を測定 ppmオーキシンの組合せで位高値を示した.一方,

が高く,オーキシン浪度が低いほどカJ ス形成率は

0 
T

T 

F . R Onl a a ; 

し,全供試カルス数に占める生長したカ/レス (前回 サイトカイニンとして Kine

itの測定値よりも大きな生長指数をもつカルス)の割 せたオーキシンの蔵塀にかかわらず,Kine

合を求めた. 
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8.と階段状に増大した.0 mmの桁ではすでに減数

ンを含むカルス誘導培地でのサイ トカイニンの選択 分裂は完了しているが,花粉粒はその後, 1核期, 
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2核期を経て成熟する.この様な花粉の生長段階と

桁のカルス形成率の不連続な増加との間に,何らか

の関係があるのかもしれない.

4g.

位床時の桁の大きさ(発達の適い)とカルスが生長

を持続する性質との関係を Fi に示した.品種は

6

1.17.

%000
0


8.06.

2.0.

女峰を用いた.長さ - 8mmの桁から生 じた

伴なうカルス形成牢の増加は不連続で,今回の培燕 カルスは,切片怒床後 2週間して,前回の測定にく

では,桁の長さが -0 mmのときカルスは生ぜ

ず, 9mm,1 mm,および 

ルス形成率はそれぞれ,2%,5-6%,8-100 は徐々に減少し,5過日からは1
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には留君すべき郡を示している.

疋床 した桁の長 さとカルス形成率 との関係 を 

Fi に示した.品種は宝交早生を用いた.両者は

正の相関関係にあり(-. ,P<. ,桁の生長

12-.(

.と共にカルス形成率は増加し,18mm以上になる

と全ての荷がカルスを形成 した.また,桁の生長に

I tans.)lx
ase 

i0.

).ri 3g.F

らべ生長したことの明らかなカルスの数は全体の約 
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55%を占めていたが,その後,生長を続けるカルスに達するとカlnm15.

%が 8i眉目まで生
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長を持続した. - mmの桁から生じたカルス

は,同様に 2週目には約4%が生長していたが,坐0

16.14. 0)ではトウモロコシ8),エンバク9),オオムギ1 等で知

られる.また, トマトでは,植物体再生能が 2つの

0長を持続したカルスは 6週目以後約3%となった.

一万,09- mmの桁に由来するカルスでは,412.

主働遺伝子で支配されていると報告されている. l.l

本実験において,組織が異なっても品種間で同様な

9

以上の結果が示すとおり,小さな荷よりも生長した 形成能における少数の主働避伝子の存在が示唆され

る.荷で高いカルス形成能を示すが,生長した荷由来カ

ルスにおいて生長を持続するものの割合が低かった 種苗の大皿増殖においては,再生個体の迫伝的変

事を考慮すると,カルスの大淀増殖においては長さ 異を小さく,あるいは無くすることが必要である.

週日以後も7%のカルスが安定した生長を続けた. カルス形成能の差異が表れた堺は,イチゴのカルス

1,

当と考えられる. 体細胞であっても生殖細胞であっても,倍数体,罪

12-. -4mm (懲長 :約 5 6mm)の桁の使用が適 しかし,カルスからの再生個体は,カルスの由来が

5g.異なる組織から由来したカ/レスの生長 を Fi

に示した.生長は怒床より3週間後のカルスの体横

を 1とする相対生長で袈した.由来した組織が異な

ると,カルス生長にも大きな差がみられた. 8週間

後の相対生長は,ランナーの生長点由来カルスでは 

数体あるいは点突然変異個体を含む9

現新鹿は種,品都,または培地組成によっても異な

る12).一方,荷培発はうせ伝学的,育種的な興味から

半数休作出をEI的とする場合が多い.しかし,約培

糞カルスは小胞子(花粉)に由来する場合も,約蟹に

.これらの出)21･ 

-6 lo12,桁では5 悟

の値を示した.また,花糸由来カルスの生長は培地 み,しばしば 2倍体から高次倍数体橋物を再生す

-3 -95に達し,後者は前者の 5 由来する場合もあり,中には染色体培化細胞等を含

itne nppp

に添加 したホルモンの浪度によって異なり,0

m NAA+2pm Ki 区では 6遇以後の生長

50. 62niiirgnana

2n

)る日 3.イチゴ属では,F u ( -5)の桁

培牡で 個体を再生している叫.半数体は楕物体

の壊小化や環境低抗性の劣化を伴うが,本研究室でitne npmpm.は停滞したが,02p NAA十 2p Ki 区

では順調に生長を続け,8週間後の相対生長は前区 得られた再生個体では染色体数の調査を行っていな

のそれの 6倍に適した.カルスの生長にはカルス形 いものの,その様な現象はみられず,2n個体である

成率とは異なり,明瞭な品種間差はみられなかった. 可能性が大きい.

本実験では,カルス形成能に品種間差児が存在す 生長点培社はイチゴの多種のウイルスを除去し得

.02.

15
14
る3 ㌧ しかし,ウイルスの除去率は摘出組織の大

きさに依存 し,摘出組織が -04mmでは除ム

1g.ることを示した (Fi ).カルス形成能や植物休再

生能における品種間差異の存在は,イネ科主要作物 
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なり1),この微小な生長点の摘出には熟練した技術


が要求される.一方,荷や花糸は摘出が容易で, 1
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つの菅から1本以上の摘出が可能である.カルスを

経た再生個体の変異性についてはなお検討を要する
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が,桁や花糸はカルス形成能,カルス生長も良好で,

無ウイルス性である可能性も高いため,種苗の大鹿

増殖用の組織紫材として有望であろう.
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